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較を行い，最終的に発表を行うことを課した．TUJP
の期間（ 1 期： 7 月 2 日〜17日， 2 期： 7 月23日〜 8
月 7 日）に合わせ， 1 期のTUJPとのプロジェクト期
間を 7 月 2 日〜16日， 2 期のTUJPとのプロジェクト
期間を 7 月23日〜 8 月 6 日とした．
プロジェクトに参加していただく企業は，事前に仙
台商工会議所青年部に協力を依頼し，趣旨説明や日程
の説明を行った．その結果， 1 期， 2 期それぞれ10社














































第 1 回 6/18（月）自己紹介，シラバスの説明　TUJP
（Tohoku  University  Japanese 
Program）の説明
第 2 回 6/21（木）事前企業訪問
第 3 回 6/25（月）プロジェクトの準備
第 4 回 6/28（木）キャンパスツアーの準備





第 6 回 7/5（木） 留学生と企業訪問
第 7 回 7/9（月） グループワーク
第 8 回 7/12（木） グループワーク

















































































項目である． 1 ポイント下がった者が 1 名，変化のな
かった者が 2 名， 1 ポイント増 5 名， 2 ポイント増が
5 名，2.5ポイント増が 1 名， 3 ポイント増が 2 名，













































A 3 4 4 3 4 3 -1
B 3 4 4 2 4 4 -1
C 2 3 3 3 3 2 0
D 2.5 3 4 2.5 3.5 3.8 0.3
E 3 4 4 4 5 3 1
F 3 4 3 4 4 4 2
G 2 4 4 4 5 4 3
H 2 4 4 4 4 5 3
I 3 4 3 4 4 5 3
J 2 4 4 4 4 5 3
K 4 3 2 5 4 4 4
L 2 4 4 4 5 5 4
M 2 4 3 4.5 4 5 4.5
N 2 3 3 4 5 4 5
O 2 4 3 5 5 5 6
P 2 3 4 5 5 5 6
Q 0 0 0 5 5 5 15








































































































0.5増が 1 名， 1 ポイント増が 5 名， 2 ポイント増が














































































この目標については， 1 ポイント減が 3 名，0.2減
が 1 名，変化のなかった者が 2 名， 1 ポイント増が 6
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